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Neural rhetorical structure parsing with pseudo-labeled data

疑似正解データを活用したニューラル修辞構造解析

文章の隠れた構造を見える化します

どんな研究
文書において、文書内のそれぞれの文どうしは意味を構成するために関わりがあります。こうした文と文の間
の意味関係を明らかにする修辞構造理論は、文書をラベル付き木としてあらわします。本展示ではそれを自動
で解析する修辞構造解析技術についてご説明します。

どこが凄い
修辞構造解析技術は教師あり学習を用いているため、性能の向上には人手で作成した正解データが大量に必要
でした。提案法では既存の自動解析結果を組み合わせて疑似的な学習データを作ります。これにより、人手コ
ストをかけることなく解析性能を向上できます。

めざす未来
文脈を解釈することでより自然な要約や 翻訳を実現することができます。修辞構造解析技術はこうした文脈を
解釈する処理の基盤となります。本技術をさらに発展させ実用に耐えうる解析器を実現することで、要約や翻
訳の性能向上をめざします。
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